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1. はじめに
我々はこれまでに，系図表示ソフトウエアにおいて各

個性の関係性を容易にハンドリングするための新しい

データ管理手法Widespread Hands to InTErconnect
BASic Elements (略称WHIteBasE)を提案した [1]–[3]．
WHIteBasEは基本的に，婚姻関係と子の発生を一つの
イベントとして統合管理するための不可視結節点であ

る．すなわち，個性データは直接他の個性データから

一切参照されず，WHIteBasEからのみ参照される．そ
の結果，データベース容量が少なくなるだけでなく，複

雑な婚姻形態の表示や線分交叉の探索も容易となった．

本研究ではWHIteBasEに一系系図 [4]の表示機能を実
装し，その有効性を検証する．

2. 一系系図表現
一系系図が用いられた系図表現の例を図 1に示す．こ
の系図表現による接続型は次の３つに分類できる．

(A) 通常の接続型　両親を結ぶ水平二重線分の間から
垂直線分を伸ばして子と接続 (図 2(a),(b))．

(B) 一系の接続型　片親しか記述しない場合で親 1人
から垂直線分を伸ばして子と接続 (図 3(a),(b))．

(C) 片親優先の接続型　両親を記述しながら片親から
のみ垂直線分を伸ばして子と接続 (図 4(a),(b))．

(樺崎八幡宮のパンフレットより作成)

図 1: 一系系図の例

(a) 子 1 人 (b) 子複数

図 2: 通常の接続型

(a) 子 1 人 (b) 子複数

図 3: 一系の接続型

(a) 子 1 人 (b) 子複数

図 4: 片親優先の接続型
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(a) 表示形式 (b) WHIteBasE

図 5: 親子関係の基本結合 図 6: 名称 図 7: 座標

3. WHIteBasE
本手法では，1つの親子関係は 1つのイベントとして

不可視結節点WHIteBasE (図 5(a))を用いて管理され
る．WHIteBasEによる結合モデルを図 5(b)に示す [3]．

WHIteBasEは 3つの鍵穴を持つ．ここで，SL, SR (S
は Substanceの意)は 2つの婚姻相手に結合するための
鍵穴を，D (Descendant)は子世代に結合するための鍵
穴を表す．添え字 L,R は 2個性のみと結合可能である
ことを表し，座標の左右や男女の違い等を定義しない．

個性ノード (Individual Node)は 2つの鍵を持つ. こ
こで，A (Ascendant)は親世代に結合するための鍵を，
M (Married)は婚姻相手に結合するための鍵を表す．
図 6に，婚姻線分MS (Marriage Segment)，主幹線

分 TS (Trunk Segment)，兄弟線分 BSS (Brothers and
Sisters Segment)，分岐線分 BS (Branch Segments)を
定義しておく．WHIteBasEはMSとTSの交点に置く．

WHIteBasEはWi を，個性ノードは Ij を用いて，

Wi = {SL, SR, Dj ,Q}
Ij = {A,Mk}


i = 0, 1, · · · , imax

j = 0, 1, · · · , jmax

k = 0, 1, · · · , kmax

(1)

で表される．ここで i, j, k はデータテーブルの IDを，
imax, jmax, kmax は各要素の最大値を，SL, SR は 2つ
の個性ノード (両親)の IDを，Dj は個性ノード (子)
の IDを，Aは上位世代 (親)のWHIteBasEの IDを，
Mkは婚姻相手のWHIteBasEの IDを，それぞれ表す．
個性ノードの IDは個性名称や付帯情報が格納され

たデータテーブルで管理される．WHIteBasEの IDは
個性情報とは異なるデータテーブルで管理される．Q
はWHIteBasEが管理する座標値 (図 7)であり，

Q = {qb, qL
, q

R
, qd, qaj , qcj , qtl, qrb} (2)

で表される．ここで qbはWHIteBasEの座標を，q
L
, q

R

は両親の座標を，qdはMSとTSの交点座標を，qcj は

子の座標を，qaj はBSSとBSの交点座標を，qtl, qrbは

WHIteBasEが管理する領域の左上，右下を表す．Qは
表示領域の原点から測った座標系

∑
worldで表される．
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(a) 一系の接続型 (b) 片親優先の接続型

図 8: 一系系図のWHIteBasE配置

(a) Pattern 1 (b) Pattern 2 (c) Pattern 3 (d) Pattern 4

図 9: 一系系図モードの線分交叉探索パターン

4. 一系系図表示への拡張
4.1. 一系の接続型

図 8(a)のようにWHIteBasEの位置が 1人の婚姻相
手のテキストボックス直下にある場合，自動的に一系の

接続型に遷移する．この状態ではMSが無くなり，TSが
WHIteBasEを貫いて親子の線分が形成される．なお，
直下以外の場所にWHIteBasEを移動すれば通常の接続
型 (図 5(a))に復帰する．このように一系の接続型への
対応はWHIteBasEの配置のみに依存し，WHIteBasE
の結合モデル (図 5(b))については一切変更はない．

4.2. 片親優先の接続型

この接続型は 2人の婚姻相手を結合した状態であり，
通常の接続型と結合モデルは同じでなければならない．

そこで，図 8(b)に示すように片親のテキストボックス
の真下にWHIteBasEを透過して配置することによっ
て，片親優先を実現する．当然ながらこの結合モデルも

図 5(b)と同じであり，通常の接続型で対応可能である．

4.3. 線分交叉探索アルゴリズムの更新

従来 (通常の接続型)の線分交叉探索アルゴリズム [1]
と一系の接続型との相違は yβ,bと yβ,R

‡のみである．し

たがって，通常の接続型と一系の接続型の両方を含め

た場合の線分交叉探索アルゴリズムは以下となる‡‡．

(a) WαのMSにWβ の TSが交叉する場合（図 9(a)）
xα,L < xβ,b < xα,R かつ yβ,R < yα,b < yβ,d

ならば，交叉座標は (xβ,b, yα,b)である．

(b) WαのMSにWβ の BSが交叉する場合（図 9(b)）
xα,L < xβ,cj < xα,R かつ yβ,aj < yα,b < yβ,cj

ならば，交叉座標は (xβ,cj , yα,b)である．

(c) WαのBSSにWβのTSが交叉する場合（図 9(c)）
xα,a1 < xβ,b < xα,ajmax

かつ yβ,R < yα,d < yβ,d

ならば，交叉座標は (xβ,b, yα,d)である．

(d) WαのBSSにWβのBSが交叉する場合（図 9(d)）
xα,a1 <xβ,cj <xα,ajmax

かつ yβ,aj <yα,d < yβ,cj

ならば，交叉座標は (xβ,cj , yα,d)である．

‡SL に接続した場合は yβ,L．
‡‡Wα, Wβ は探索すべき 2 つのWHIteBasE を表す．

図 10: プロトタイプソフトウエアによる通常の接続型，
一系の接続型，片親優先の接続型が混在した系図表示

4.4. 実装例

図 10に通常の接続型と一系の接続型と片親優先の接
続型が混在した系図表示の例を示す．この図から明ら

かなように，3つの分類が混在していても線分交叉が
正しく表示されていることを確認できる．また，接続

型の切替作業についてもマウスオペレーションによる

シームレスな操作感を実現している．

5. おわりに
本研究ではWHIteBasEに一系系図の表示機能を実

装し，その有効性を検証した．今後は更に複雑な系図

表現に応用出来るよう種々の改良を計画している．
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